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イベントのルールのしくみ

装置は、ビデオストリームや装置の動作温度など、さまざまなタイプのデータを分析します。その目的は、シス
テムが自動的に反応するような重要なイベントを検知することです。このようなイベントには、ビデオストリーム
で検知された動き、ボタンの押下、ネットワーク接続の切断などがあります。イベントが検知されるとアクション
をトリガーするようにシステムを設定できます。たとえば、カメラが動きを検知すると自動的に音声クリップを再
生したり、破壊行為が検知された場合に電子メールを送信したりできます。

イベントによって自動的にアクションがトリガーされるようにするには、1つ以上の条条条件件件と1つのアアアクククシシショョョンンンで構
成されるルルルーーールルルを作成します。すべての条件が満たされると、アクションがトリガーされます。

特定の条件とアクションの詳細については、12ページ、条件とアクション を参照してください。

例例例:::
不法侵入を防ぐために、スピーカーとカメラを設置したとします。カメラの動体検知アプリケーションを、制限
区域内の動きのみを検知するように設定したとします。

制限区域内で動きがあった場合、侵入者にその区域からの退去を求める事前録音済みのメッセージが、スピー
カーで自動的に再生されるようにするとします。このためには、装置で次のルールを設定する必要があります。

• ルルルーーールルル - 動きが検知されるとメッセージを再生する。

- 条条条件件件 - 動きが検知される。

- アアアクククシシショョョンンン - メッセージを再生する。

1. イイイベベベンンントトト - 誰かが制限区域に入ると、カメラが動きを検知する。

2. 条条条件件件 - イベントがルールによって分析される。条件が満たされると、アクションがトリガーされる。

3. アアアクククシシショョョンンン - スピーカーで音声クリップを再生する。

ルールの設定には多くのオプションがあります。たとえば、ルールが特定の時間帯にのみアクションをトリガー
するように、条件にスケジュールを追加できます。ルールが営業時間外にのみアクティブである場合、スタッフは
営業時間内にそのエリアに立ち入っても音声メッセージはトリガーされません。
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イベントのルールを設定する

イベントの設定方法を理解しやすくするために、一般的な使用事例のビデオチュートリアルのセットを作成しま
した。これらのチュートリアルでは、設定に装置のWebページを使用します。ブラウザーに装置のIPアドレスを
入力して、装置のWebページにアクセスします。

• 装置の設定オプションについては、装置のWebページにアクセスし、 をクリックしてください。

• IPアドレスの割り当てについては、「IPアドレスを割り当てて装置にアクセスする方法」を参照して
ください。

カメラが動きを検知したときにビデオを録画する
この例では、カメラが動きを検知する5秒前にSDカードへの録画を開始し、1分後に停止するようにカメラ
を設定する方法を示します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=record-video-when-the-camera-detects-motion

カメラが動きを検知したときにビデオストリームを録画する方法

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:

1. [SettingsSettingsSettings >>> AppsAppsApps (((設設設定定定 >>> アアアプププリリリ)))] > [AXISAXISAXIS VideoVideoVideo MotionMotionMotion DetectionDetectionDetection ] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。ヘルプが必要な場合は、
AXIS Video Motion Detection 4のユーザーマニュアルを参照してください。

ルールの作成:

1. [SettingsSettingsSettings >>> SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((設設設定定定 >>> シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. 条件のリストで、[ApplicationApplicationApplication (((アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン)))] の [AXISAXISAXIS VideoVideoVideo MotionMotionMotion DetectionDetectionDetection (((VMD)VMD)VMD)] を選
択します。

4. アクションのリストで、[RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))] の [RecordRecordRecord videovideovideo whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィ
ブブブででであああるるる間間間､､､ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる)))] を選択します。

5. 既存のストリームプロファイルを選択するか、新しいプロファイルを作成します。

6. プリトリガー時間を5秒に設定します。

7. ポストトリガー時間を60秒に設定します。

8. ストレージオプションのリストで、[SDSDSD cardcardcard (SD(SD(SDカカカーーードドド)))] を選択します。
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イベントのルールを設定する

9. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

カメラが動きを検知したときにカメラをプリセットポジションに向ける
この例では、画像内の動きを検知したときにプリセットポジションに移動するようにカメラを設定する方法を
示します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=direct-the-camera-to-a-preset-position-when-the-camera-detects-motion

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:

1. [SettingsSettingsSettings >>> AppsAppsApps (((設設設定定定 >>> アアアプププリリリ)))] > [AXISAXISAXIS VideoVideoVideo MotionMotionMotion DetectionDetectionDetection ] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。ヘルプが必要な場合は、
AXIS Video Motion Detection 4のユーザーマニュアルを参照してください。

プリセットポジションの追加:

[SettingsSettingsSettings >>> PTZPTZPTZ (((設設設定定定 >>> PTZ)PTZ)PTZ)] に移動し、プリセットポジションを作成して、カメラを向ける場所を設定します。

ルールの作成:

1. [SettingsSettingsSettings >>> SystemSystemSystem (((設設設定定定 >>> シシシススステテテムムム)))] > [EventsEventsEvents >>> RulesRulesRules (((イイイベベベンンントトト >>> ルルルーーールルル)))] に移動し、ルールを追
加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. 条件のリストで、[ApplicationApplicationApplication (((アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン)))] の下からビデオ動体検知の条件を選択します。

4. アクションのリストから、[GoGoGo tototo presetpresetpreset positionpositionposition (((プププリリリセセセッッットトトポポポジジジシシショョョンンンににに移移移動動動すすするるる)))] を選択します。

5. カメラの移動先のプリセットポジションを選択します。

6. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

音声を使用して侵入者を防ぐ
この例では、スピーカーをカメラに接続し、カメラが制限区域内で動きを検知した際に、警告メッセージを再
生するように設定する方法について説明します。

必要なハードウェア:

• 接続ワイヤーが付属するアンプ内蔵アクティブスピーカー
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注注注意意意
接続を行う前に、カメラの電源が入っていないことを確認します。ワイヤーを接続した後、再び電
源を入れます。

カカカメメメラララににに音音音声声声クククリリリッッップププををを追追追加加加すすするるる:::

1. [SettingsSettingsSettings >>> AudioAudioAudio (((設設設定定定 >>> 音音音声声声))) > OutputOutputOutput (((出出出力力力)))] に移動し、[ ] をクリックします。

2. [UploadUploadUpload newnewnew clipclipclip (((新新新しししいいいクククリリリッッップププをををアアアッッップププロロローーードドド)))] をクリックします。

3. 音声クリップの場所を参照し、[DoneDoneDone (((完完完了了了)))] をクリックします。

ルールの作成:

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=use-audio-to-deter-intruders

1. カメラで使用する装置Webページを開きます。

2. [SettingsSettingsSettings > SystemSystemSystem > EventsEventsEvents (設定 > システム > イベント)] に移動します。

3. [RecipientsRecipientsRecipients (((送送送信信信先先先)))] に移動し、送信先を追加します。

3.1 SDカードに音声クリップが保存されているスピーカーの装置Webページに移動します。

3.2 音声クリップへのリンクをコピーします。

3.3 カメラの装置のWebページに戻ります。

4. [RulesRulesRules (((ルルルーーールルル)))] に移動し、新しいルールを追加します:

4.1 [ConditionConditionCondition (((条条条件件件)))] で、[VideoVideoVideo motionmotionmotion detectiondetectiondetection (((ビビビデデデオオオ動動動体体体検検検知知知)))] を選択します。

4.2 [ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン)))] で [SendSendSend notificationnotificationnotification throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP (HT(HT(HTTPTPTP経経経由由由ででで通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる)))]
を選択します。

装置が動きを検知したときにビデオストリームにテキストオーバーレイ
を表示する
この例では、装置が動きを検知したときに「動体検知」というテキストを表示する方法を示します。
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イベントのルールを設定する

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=show-a-text-overlay-in-the-video-stream-when-the-device-detects-motion

カメラが動きを検知したときにテキストオーバーレイを表示する方法

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:

1. [SettingsSettingsSettings >>> AppsAppsApps (((設設設定定定 >>> アアアプププリリリ)))] > [AXISAXISAXIS VideoVideoVideo MotionMotionMotion DetectionDetectionDetection ] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

オーバーレイテキストの追加:

4. [SettingsSettingsSettings >>> OverlayOverlayOverlay (((設設設定定定 >>> オオオーーーバババーーーレレレイイイ)))] に移動します。

5. テキストフィールドに「#D」と入力します。

6. テキストのサイズと外観を選択します。

ルールの作成:

7. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> RulesRulesRules (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト >>> ルルルーーールルル)))] に移動し、ルールを追加します。

8. ルールの名前を入力します。

9. 条件のリストから、[AXIS Video Motion Detection] を選択します。

10. アクションのリストで、[UseUseUse overlayoverlayoverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテキキキススストトトををを使使使用用用すすするるる)))] を選択します。

11. [CameraCameraCamera 111 (((カカカメメメラララ1)1)1)] を選択します。

12. 「動体検知」と入力します。

13. 期間を設定します。

14. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。
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レンズにスプレーを吹き付けられた場合に自動的にメールを送信する

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=send-an-email-automatically-if-someone-spray-paints-the-lens

レンズにスプレー塗料を吹き付けられた場合に自動的にメール通知を送信する方法

1. [SettingsSettingsSettings >>> SystemSystemSystem >>> DetectorsDetectorsDetectors (((設設設定定定 >>> シシシススステテテムムム >>> 検検検知知知)))] に移動します。

2. [TTTriggerriggerrigger ononon darkdarkdark imagesimagesimages (((暗暗暗いいい画画画像像像でででトトトリリリガガガーーー)))] をオンにします。これで、レンズにスプレーが吹き付け
られたり、覆われたり、ひどく焦点がぼかされた場合にアラームがトリガーされます。

3. [TTTriggerriggerrigger afterafterafter (((トトトリリリガガガーーーすすするるる時時時間間間)))] の期間を設定します。この値は、メールが送信される前に経過する必
要がある時間を示します。

ルールの作成:

1. [SettingsSettingsSettings >>> SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> RulesRulesRules (((設設設定定定 >>> シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト >>> ルルルーーールルル)))] に移動し、ルールを追
加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. 条件のリストで、[TTTamperingamperingampering (((いいいたたたずずずららら)))] を選択します。

4. アクションのリストで、[SendSendSend notificationnotificationnotification tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルににに通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる)))] を選択します。

5. リストから送信先を選択するか、[RecipientsRecipientsRecipients (((送送送信信信先先先)))] を選択して新しい送信先を作成します。

新しい送信先を作成するには、 をクリックします。既存の送信先をコピーするには、 をク
リックします。

6. メールの件名とメッセージを入力します。

7. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

入力信号でいたずらを検知する
この例では、入力信号が切断されたときやショートしたときにアラームをトリガーする方法について説明しま
す。I/Oコネクターの詳細については、を参照してください。
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このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=&section=detect-tampering-with-input-signal

誰かが入力信号にいたずらした場合に電子メール通知を送信する方法

ルールの作成:

1. [SettingsSettingsSettings >>> SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((設設設定定定 >>> シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. 条件のリストで、[DigitalDigitalDigital inputinputinput (((デデデジジジタタタルルル入入入力力力)))] を選択し、ポートを選択します。

4. アクションのリストで、[SendSendSend notificationnotificationnotification tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルににに通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる)))] を選択し、リストか
ら送信先を選択します。[RecipientsRecipientsRecipients (((送送送信信信先先先)))] に移動して、新しい送信先を作成します。

新しい送信先を作成するには、 をクリックします。既存の送信先をコピーするには、 をク
リックします。

5. メールの件名とメッセージを入力します。

6. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。
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VMSでルールを設定する

ビデオ管理システム (VMS) ソフトウェアでルールを設定することもできます。各VMSで動作原理は同じです
が、インターフェースは異なります。

VMSでルールを設定する方法については、VMSのユーザーマニュアルを参照してください。

• Axis VMSのユーザーマニュアルはこちらで入手できます。
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サードパーティ製の装置を統合する

I/O接続
サードパーティ製の装置をAxis装置のI/Oポートに接続できます。

例例例:::
ドアが開いたときに録音を開始します。

この例では、カメラはドアの近くに配置されていて、ドアセンサーはケーブルでカメラのI/Oポートに接続され
ています。

1. ドアセンサーは、ドアが開いたときに信号を送信します。

2. カメラのI/O接続は信号を受信し、カメラで録画を開始するアクションをトリガーします。

仮想入力
着信HTTPリクエストに仮想入力を使用できます。

例例例:::
ドアが開いたときに録音を開始します。

この例では、カメラはドアの近くに配置されていません。ドアセンサーはI/Oリレーにケーブルで接続されてい
て、そのリレーはネットワークを介してカメラに接続されています。
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サードパーティ製の装置を統合する

1. ドアセンサーは、ドアが開いたときに信号を送信します。

2. I/Oリレーボックスは信号を受信し、ネットワークを介してカメラの仮想入力へのHTTPリクエストをト
リガーします。

3. カメラは仮想入力を受信し、カメラで録画を開始するアクションをトリガーします。
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条件とアクション

製品ごとにさまざまな条件とアクションを使用できます。ここでは、これらのすべてについて説明します。

条件
こここののの条条条件件件をををトトトリリリガガガーーーとととしししててて使使使用用用すすするるる --- このオプションは、アクションを開始するためのアクティブ化条件として
使用します。1つ以上の条件のあるルールに使用できます。ただし、このオプションがあるのは最初の条件だけ
で、一部のアクションでのみアクティブ化条件として使用できます。
アクションがトリガーされるには、アクティブ化条件の前の他のすべての条件が満たされる必要があります。ア
クションが継続されるかどうかは、アクションのタイプと、ルールが複数の条件で構成されているかどうかによっ
て決まります。アクションは、アクティブ化条件の状態に関係なく、他のすべての条件が満たされている限り継続
されます。他の条件の1つ以上が満たされなくなると、アクションは停止します。アクティブ化条件を使用しない
場合、すべての条件が満たされたときにアクションがトリガーされます。

• AudioAudioAudio (((音音音声声声)))
- AudioAudioAudio clipclipclip playingplayingplaying (((音音音声声声クククリリリッッップププををを再再再生生生中中中))): 装置が音声クリップの再生を開始したときにア

クションをトリガーする場合に選択します。
- AudioAudioAudio clipclipclip currentlycurrentlycurrently playingplayingplaying (((音音音声声声クククリリリッッップププををを現現現在在在再再再生生生中中中))): 音声クリップが再生されている限

りアクションをトリガーする場合に選択します。
- AudioAudioAudio detectiondetectiondetection (((音音音声声声検検検知知知))): サウンドレベルがアラームレベルを上回ったり下回ったりした

ときにアクションをトリガーする場合に選択します。アラームレベルは [SystemSystemSystem >>> DetectorsDetectorsDetectors
(((シシシススステテテムムム >>> 検検検知知知器器器)))] で設定できます。

- DigitalDigitalDigital signalsignalsignal containscontainscontains AxisAxisAxis metadatametadatametadata (((デデデジジジタタタルルル信信信号号号にににAxisAxisAxisメメメタタタデデデーーータタタががが含含含まままれれれててていいいるるる))): デジ
タル信号に問題がなく、マイクの装置情報がAxis Audio Metadata Protocol (AAMP) を介して受
信されたときに、アクションをトリガーする場合に選択します。

- DigitalDigitalDigital signalsignalsignal hashashas invalidinvalidinvalid samplesamplesample rateraterate (((デデデジジジタタタルルル信信信号号号のののサササンンンプププリリリンンングググレレレーーートトトががが無無無効効効ででですすす))): タイ
ムソースであるマイクのサンプルレートが装置の音声コーデックと同期されていないときに
アクションをトリガーする場合に選択します。通常、マイクへの接続はあっても、サンプル
レートが無効なためデータは解釈できなくなっています。

- DigitalDigitalDigital signalsignalsignal missingmissingmissing (((デデデジジジタタタルルル信信信号号号がががああありりりままませせせんんん))): デジタル信号が受信されないときにアク
ションをトリガーする場合に選択します。この状況は通常、マイクの電源が切れたとき、ま
たはケーブルが切断されたときに発生します。

- DigitalDigitalDigital signalsignalsignal okokok (((デデデジジジタタタルルル信信信号号号OK)OK)OK): 時刻同期された有効なデジタル入力がある限りアク
ションをトリガーする場合に選択します。

- RingRingRing powerpowerpower overoverover currentcurrentcurrent protectionprotectionprotection (((リリリンンングググパパパワワワーーー過過過電電電流流流保保保護護護))): デジタルマイクのリングパ
ワーが短絡したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

- SpeakerSpeakerSpeaker testtesttest resultresultresult (((スススピピピーーーカカカーーーテテテススストトト結結結果果果))): スピーカー機能テストの結果に基づいてアク
ションをトリガーする場合に選択します。テストが成功したとき、または失敗したときに、
アクションをトリガーできます。

• CallsCallsCalls (((呼呼呼びびび出出出ししし)))
- DTMFDTMFDTMF: 設定したDTMFシーケンスがアクティブになったときにアクションをトリガーする場

合に選択します。この条件を使用して、たとえば、ドアを開けたり、ライトをオンにした
りできます。

- StateStateState (((状状状態態態))): 呼び出しサービスの状態がアクティブ、発信中、待機中、または着信中に変
わったときにアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、たとえ
ば、呼び出しがアクティブなときにライトを点滅させたり、呼び出しが接続中のときに
ダイヤルトーンを再生したりできます。

- StateStateState changechangechange (((状状状態態態ががが変変変化化化))): 呼び出し状態が変化したときにアクションをトリガーする場合に
選択します。この条件を使用して、呼び出しが通話中のときにビジートーンを再生したり、
呼び出しが通話中のときに別の指定したSIPアカウントを呼び出したりできます。
AcceptedAcceptedAccepted bybyby devicedevicedevice (((デデデバババイイイスススででで受受受けけけ入入入れれれ))): 着信呼び出しが装置によって受け入れられます。
AcceptedAcceptedAccepted bybyby remoteremoteremote (((リリリモモモーーートトトででで受受受けけけ入入入れれれ))): 発信呼び出しがリモート接続先で受け入れら
れます。
BusyBusyBusy (((通通通話話話中中中))): 呼び出しのリモート接続先が通話中です。
DenyDenyDeny (((拒拒拒否否否))): 着信呼び出しが拒否されました。
EarlyEarlyEarly mediamediamedia (((早早早期期期メメメデデディィィアアア))): 呼び出しで早期メディアが受信され、ローカルで再生されます。
FailedFailedFailed (((失失失敗敗敗))): 呼び出しの開始に失敗したか、通話中または応答なし以外の理由で呼び出
しが失敗しました。
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IgnoredIgnoredIgnored bybyby devicedevicedevice (((デデデバババイイイスススににによよよっっっててて無無無視視視))): 着信呼び出しが装置によって無視されました。
InitiatedInitiatedInitiated (((開開開始始始))): 呼び出しが開始されました。
NoNoNo answeransweranswer (((応応応答答答なななししし))): 呼び出しがタイムアウトになりました。
TTTerminatederminatederminated (((終終終了了了))): 呼び出しが終了しました。

• DeviceDeviceDevice statusstatusstatus (((装装装置置置のののススステテテーーータタタススス)))
- AboveAboveAbove operatingoperatingoperating temperaturetemperaturetemperature (((動動動作作作温温温度度度よよよりりり高高高いいい))): 装置の温度が動作温度範囲を上回ったと

きにアクションをトリガーする場合に選択します。
- AboveAboveAbove ororor belowbelowbelow operatingoperatingoperating temperaturetemperaturetemperature (((動動動作作作温温温度度度範範範囲囲囲外外外))): 装置の温度が動作温度範囲外に

あるときにアクションをトリガーする場合に選択します。
- BelowBelowBelow operatingoperatingoperating temperaturetemperaturetemperature (((動動動作作作温温温度度度よよよりりり低低低いいい))): 装置の温度が動作温度範囲を下回ったと

きにアクションをトリガーする場合に選択します。
- CasingCasingCasing openopenopen (((ケケケーーーシシシンンングググ開開開放放放))): 接続された外部装置 (ジャンクションボックスなど) のケーシ

ングが取り外されたときや開かれたときにアクションをトリガーする場合に選択します。
例: メンテナンス上の理由でケーシングが開かれた場合や、誰かがケーシングにいたずらした
場合に、オペレーターに通知を送信します。

- FanFanFan failurefailurefailure (((フフファァァンンンののの故故故障障障))): 1つまたは複数の内蔵ファンに障害が発生したときにアクションを
トリガーする場合に選択します。

- IPIPIP addressaddressaddress removedremovedremoved (IP(IP(IPアアアドドドレレレスススががが削削削除除除ささされれれたたた))): 装置の現在のIPアドレスが削除されたときに
アクションをトリガーする場合に選択します。

- NetworkNetworkNetwork lostlostlost (((ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続断断断絶絶絶))): 装置が接続されたネットワークスイッチまたはミッド
スパンへのネットワークリンクを失ったときにアクションをトリガーする場合に選択します。

- NewNewNew IPIPIP addressaddressaddress (((新新新しししいいいIPIPIPアアアドドドレレレススス))): 装置が新しい固定IPアドレスを取得したとき、または
DHCPリースを介して取得したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

- PPPIRIRIR sensorsensorsensor (P(P(PIRIRIRセセセンンンサササーーー))): PIRセンサーが動きを検知したときにアクションをトリガーする
場合に選択します。

- RadarRadarRadar datadatadata failurefailurefailure (((レレレーーーダダダーーーデデデーーータタタののの障障障害害害))): 装置がセンサーから受信したレーダーデータに
問題を検知したときや受信信号の干渉を検知したときにアクションをトリガーする場合に
選択します。

- ShockShockShock detecteddetecteddetected (((衝衝衝撃撃撃検検検知知知))): 装置がチルトされた、または衝撃を加えられたことを検知し
たときにアクションをトリガーする場合に選択します。最初に [SystemSystemSystem >>> DetectorsDetectorsDetectors (((シシシススス
テテテムムム >>> 検検検知知知器器器)))] で衝撃検知をオンにする必要があります。

- StorageStorageStorage failurefailurefailure (((ススストトトレレレーーージジジののの障障障害害害))): 装置がSDカードまたはネットワークストレージ接続の問
題を検知したときにアクションをトリガーする場合に選択します。ストレージに障害が発生
すると、録画が中断されて、保存されない可能性があります。

- SystemSystemSystem readyreadyready (((シシシススステテテムムムののの準準準備備備完完完了了了))): システムの準備完了状態がアクティブなとき、つまり装
置が正常に起動したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

- WithinWithinWithin operatingoperatingoperating temperaturetemperaturetemperature (((動動動作作作温温温度度度範範範囲囲囲内内内))): 装置の温度が動作温度範囲内にあるときに
アクションをトリガーする場合に選択します。

• EdgeEdgeEdge storagestoragestorage (((エエエッッッジジジススストトトレレレーーージジジ)))
- RecordingRecordingRecording ongoingongoingongoing (((録録録画画画中中中))): 装置がエッジストレージに録画するときにアクションをト

リガーする場合に選択します。
例: 装置が録画を開始または停止した場合にLEDライトを点滅させることで、オペレーターに
通知できます。

- StorageStorageStorage disruptiondisruptiondisruption (((ススストトトレレレーーージジジののの中中中断断断))): ストレージの問題が検知されたときにアクションを
トリガーする場合に選択します。問題が何であるかを特定するために、ログの確認が必要
になる場合があります。
問題の例: ストレージ装置が使用できない、取り外された、いっぱいになっている、ロック
されている、読み取りまたは書き込みできないなどです。

- StorageStorageStorage healthhealthhealth issuesissuesissues detecteddetecteddetected (((ススストトトレレレーーージジジののの健健健全全全性性性ににに関関関すすするるる問問問題題題ががが検検検出出出ささされれれままましししたたた))): SD
カードの摩耗レベルが特定の値に達したときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。[SystemSystemSystem >>> StorageStorageStorage >>> OnboardOnboardOnboard storagestoragestorage (((シシシススステテテムムム >>> ススストトトレレレーーージジジ >>> オオオンンンボボボーーードドドススストトトレレレーーー
ジジジ)))] に移動して値を設定します。

• I/OI/OI/O
- DigitalDigitalDigital inputinputinput isisis activeactiveactive (((デデデジジジタタタルルル入入入力力力がががアアアクククテテティィィブブブ))): 選択したデジタル入力ポートのいずれか

で状態が変わったときにアクションをトリガーする場合に選択します。特定のポートがアク
ティブになったときにアクションをトリガーする入力ポートを選択します。

- DigitalDigitalDigital outputoutputoutput isisis activeactiveactive (((デデデジジジタタタルルル出出出力力力がががアアアクククテテティィィブブブ))): 選択したデジタル出力ポートのいずれ
かで状態が変わったときにアクションをトリガーする場合に選択します。特定のポートがア
クティブになったときにアクションをトリガーする出力ポートを選択します。

- ManualManualManual triggertriggertrigger (((手手手動動動トトトリリリガガガーーー))): ライブビューでボタンをクリックして手動でアクションを
開始および停止する場合に選択します。ボタンは、この条件を使用するルールがあると
きにのみ表示されます。
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- SupervisedSupervisedSupervised inputinputinput tamperingtamperingtampering isisis activeactiveactive (((いいいたたたずずずらららののの状状状態態態監監監視視視がががアアアクククテテティィィブブブ))): 誰かがPIRやドア/
窓接触センサーなどのデジタルI/O装置への接続にいたずらしたときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。入力がアクティブ/非アクティブ (開/閉) の場合と、入力がい
たずら (切断/短絡) された場合の両方を検知できます。この機能を使用するには、外部I/O
ループ内に追加のハードウェア (終端抵抗器) が必要です。
例: プッシュボタンを入力ポートに接続します。ボタンの標準状態は開回路です。誰かがボタ
ンを押すと、現在の状態が閉回路に変わり、入力がアクティブになります。そして、本製品
がトリガーされます (たとえば、ビデオを録画するように)。

- VirtualVirtualVirtual inputinputinput isisis activeactiveactive (((仮仮仮想想想入入入力力力がががアアアクククテテティィィブブブ))): 選択した仮想入力のいずれかで状態が変わっ
たときにアクションをトリガーする場合に選択します。ビデオ管理システムなどの外部クラ
イアントは、この条件を使用してアクションを開始したり、あるルールを別のルールでト
リガーしたりできます。特定のポートがアクティブになったときにアクションをトリガー
する仮想ポートを選択します。

• LightLightLight andandand sirensirensiren (((ララライイイトトトとととサササイイイレレレンンン)))
- HealthHealthHealth checkcheckcheck isisis donedonedone (((健健健全全全性性性チチチェェェッッックククががが完完完了了了しししままましししたたた))): 装置の機能の健全性チェックが完

了しました。
- HealthHealthHealth isisis okayokayokay (((健健健全全全性性性ににに問問問題題題はははああありりりままませせせんんん))): 機能は健全性チェックに合格しました。
- HealthHealthHealth isn'tisn'tisn't okayokayokay (((健健健全全全性性性ににに問問問題題題がががああありりりままますすす))): 1つ以上の機能が健全性チェックに合格しま

せんでした。
- LightLightLight healthhealthhealth isn'tisn'tisn't okayokayokay (((ララライイイトトトののの健健健全全全性性性ににに問問問題題題がががああありりりままますすす))): ライトの機能が健全性チェック

に合格しませんでした。
- SirenSirenSiren healthhealthhealth isnʼtisnʼtisnʼt okayokayokay (((サササイイイレレレンンンののの健健健全全全性性性ににに問問問題題題がががああありりりままますすす))): サイレンの機能が健全性

チェックに合格しませんでした。
• MQTMQTMQTTTT

- [StatelessStatelessStateless (((ススステテテーーートトトレレレススス)))] および [StatefulStatefulStateful (((ススステテテーーートトトフフフルルル)))]: 着信MQTTメッセージに基づ
いてアクションをトリガーする場合に選択します。これらのメッセージはイベントに変換
された後、isStateDataフィールドがtrueに設定されている場合はステートフル (プロパ
ティ) に分類され、そのフィールドがfalseに設定されている場合はステートレスに分類されま
す。ステートフルイベントのトピックはtnsaxis:MQTT/Message/Statefulですが、ス
テートレスイベントのトピックはtnsaxis:MQTT/Message/Statelessです。このトピッ
クはイベントのmqtt-topicフィールドに埋め込まれています。最初の1,024文字がコピーさ
れ、残りの部分はスキップされます。メッセージのペイロードは、イベントのmqtt-payload
フィールドに埋め込まれます。ペイロードがUTF-8でエンコードされたテキストの場合、最
初の1,024文字がコピーされ、残りの部分はスキップされます。[SettingsSettingsSettings >>> MQTMQTMQTTTT >>> MQTMQTMQTTTT
subscriptionssubscriptionssubscriptions (((設設設定定定 >>> MQTMQTMQTTTT >>> MQTMQTMQTTTTサササブブブスススクククリリリプププシシショョョンンン)))] で、MQTTメッセージを受信する
ようにMQTTサブスクリプションを設定できます。

• PTZPTZPTZ
- PTZPTZPTZ malfunctioningmalfunctioningmalfunctioning (PTZ(PTZ(PTZ動動動作作作不不不良良良))): 装置でパン、チルト、またはズームに問題があるときに

アクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、PTZ機能に問題があ
ることをオペレーターに通知できます。

- PTZPTZPTZ movingmovingmoving (PTZ(PTZ(PTZ動動動作作作中中中))): 装置がパン、チルト、またはズームしたときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。この条件を別の条件と組み合わせて使用すると、パン、チル
ト、ズーム中の動体検知などのアクションを停止できます。

- PTZPTZPTZ presetpresetpreset reachedreachedreached (PTZ(PTZ(PTZプププリリリセセセッッットトトににに到到到達達達))): ビューがプリセットポジションに到達したとき
にアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、ガードツアーのプリ
セットポジションから画像を保存したり、各プリセットポジションに画像をアップロードし
たりできます。2番目のドロップダウンリストで [AnyAnyAny (((任任任意意意)))] を選択すると、いずれかのプリ
セットポジションに到達したときアクションがトリガーされるようになります。
[PresetPresetPreset reachedreachedreached (((プププリリリセセセッッットトトににに到到到達達達)))] オプションの場合、[YYYeseses (((はははいいい)))] ではプリセットポジ
ションに到達したときにアクションがトリガーされ、[NoNoNo (((いいいいいいえええ)))] では装置がプリセットポ
ジションから離れ始めたときにアクションがトリガーされるようになります。

- PTZPTZPTZ readyreadyready (PTZ(PTZ(PTZ準準準備備備完完完了了了))): PTZが準備完了状態になったときにアクションをトリガーする場合
に選択します。たとえば、再起動後にPTZの使用準備ができたときに、装置がアクションを
トリガーするようにできます。この条件を使用して、再起動後に装置が特定のプリセット
ポジションに移動するようにできます。

• RadarRadarRadar motionmotionmotion (((レレレーーーダダダーーーののの動動動ききき)))
- RMDRMDRMD: ゾーン設定に従ってレーダーが動きを検知したときにアクションをトリガーする

場合に選択します。
• ScheduledScheduledScheduled andandand recurringrecurringrecurring (((スススケケケジジジュュューーールルルおおおよよよびびび繰繰繰りりり返返返ししし)))

- PulsePulsePulse (((パパパルルルススス))): パルスのリストでの既定の繰り返しに基づいてアクションをトリガーする場
合に選択します。この条件を使用して、30分ごとに画像をアップロードするなど、定期的な
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アクションを開始できます。[SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> SchedulesSchedulesSchedules (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト >>> スススケケケ
ジジジュュューーールルル)))] で新しいパルスを作成できます。

- ScheduleScheduleSchedule (((スススケケケジジジュュューーールルル))): スケジュールのリストでの既定のスケジュールに基づいてアク
ションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、特定の期間 (営業時間や
週末など) にビデオを録画できます。[SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> SchedulesSchedulesSchedules (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト
>>> スススケケケジジジュュューーールルル)))] で新しいスケジュールを作成できます。

• VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ)))
- AverageAverageAverage bitratebitratebitrate degradationdegradationdegradation (((平平平均均均ビビビッッットトトレレレーーートトト低低低下下下))): 予期しない劣化が生じたときにアク

ションをトリガーする場合に選択します。この状況は、ビットレートが予想よりも高いため
ビデオストリームの品質が低くなっている場合に発生する可能性があります。

- DayDayDay---nightnightnight modemodemode (((デデデイイイナナナイイイトトトモモモーーードドド))): 装置が自動IRカットフィルターなどでデイモードとナ
イトモードを切り替えたときにアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使
用して、たとえば、出力ポートを介して外部赤外線照明を制御できます。

- LiveLiveLive streamstreamstream openopenopen (((ララライイイブブブススストトトリリリーーームムムオオオーーープププンンン))): ビデオクライアントがWebインターフェース
のライブストリームにアクセスしたときにアクションをトリガーする場合に選択します。ス
トリームには、ビデオや音声など、任意のメディアタイプを使用できます。

- TTTamperingamperingampering (((いいいたたたずずずららら))): 誰かが画像にいたずらしたとき (ビデオが録画されないようにビュー
を覆ったときなど) にアクションをトリガーする場合に選択します。カメラに対するいたずら
検知は [System[System[System (((シシシススステテテムムム)])])] >>> [Detectors[Detectors[Detectors (((検検検知知知機機機能能能)])])] で設定できます。

- TTTemperatureemperatureemperature detectiondetectiondetection (((温温温度度度検検検知知知))): 温度が設定レベルを上回ったときか下回ったときにアク
ションをトリガーする場合に選択します。許容温度レベルを設定するには、[ThermometryThermometryThermometry >>>
TTTemperatureemperatureemperature detectiondetectiondetection (((温温温度度度測測測定定定))) >>> 温温温度度度検検検知知知)))] に移動します。

アクション
• AudioAudioAudio (((音音音声声声)))

- RunRunRun automaticautomaticautomatic speakerspeakerspeaker testtesttest (((自自自動動動スススピピピーーーカカカーーーテテテススストトトををを実実実行行行))): テスト信号を送信する場合に
選択します。

• AudioAudioAudio clipsclipsclips (((音音音声声声クククリリリッッップププ)))
- PlayPlayPlay audioaudioaudio clipclipclip (((音音音声声声クククリリリッッップププののの再再再生生生))): 録画した音声クリップを再生する場合に選択します。

この機能を使用して、本製品で動きを検知したときにオペレーターに自動的に通知を行う
ことができます。[ClipClipClip (((クククリリリッッップププ)))] ドロップダウンリストから、再生する音声クリップを
選択します。

- StopStopStop playingplayingplaying audioaudioaudio clipclipclip (((音音音声声声クククリリリッッップププののの再再再生生生ををを停停停止止止))): 現在再生中の音声クリップを停止
する場合に選択します。

• CallsCallsCalls (((呼呼呼びびび出出出ししし)))
- AnswerAnswerAnswer callcallcall (((呼呼呼びびび出出出しししににに応応応答答答すすするるる))): 着信呼び出しに応答するアクションをアクティブに

する場合に選択します。
- EndEndEnd callscallscalls (((呼呼呼びびび出出出しししををを終終終了了了))): 装置またはビデオ管理システム (VMS) の発信または着信呼び出

しを終了する場合に選択します。このアクションは、呼び出しが着信中、発信中、または
アクティブ状態のときに使用できます。

- MakeMakeMake callscallscalls (((呼呼呼びびび出出出しししををを行行行ううう))): 指定したSIPまたはVMS送信先に呼び出しを行う場合に選択
します。VMS送信先は呼び出し条件を使用して、装置がVMSストリーミングアクセスの
発信呼び出しを模倣するようにします。

• DayDayDay---nightnightnight modemodemode (((デデデイイイナナナイイイトトトモモモーーードドド)))
照明条件に適したIRカットフィルターを使用できます。

注
[Video[Video[Video (((ビビビデデデオオオ)])])] >>> [Image[Image[Image (((画画画像像像)])])] >>> [Day[Day[Day---nightnightnight modemodemode (((デデデイイイナナナイイイトトトモモモーーードドド)])])] では、[IRIRIR---cutcutcut filterfilterfilter
(IR(IR(IRカカカッッットトトフフフィィィルルルタタターーー)))] を [AutoAutoAuto (((自自自動動動)))] に設定しないでください。

- UseUseUse daydayday---nightnightnight modemodemode whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、デデデイイイナナナイイイトトト
モモモーーードドドををを使使使用用用すすするるる))):

- VideoVideoVideo sourcesourcesource (((ビビビデデデオオオソソソーーーススス))): ビデオソースを選択します。
- ModeModeMode whenwhenwhen activeactiveactive (((アアアクククテテティィィブブブ時時時のののモモモーーードドド))): ルールの条件が満たされた場合に使用す

るモードを選択します。
- ModeModeMode whenwhenwhen inactiveinactiveinactive (((非非非アアアクククテテティィィブブブ時時時のののモモモーーードドド))): ルールの条件が満たされない場合に使用す

るモードを選択します。
- DayDayDay (((日日日))): IRカットフィルターをオンにする場合に選択します。
- NightNightNight (((夜夜夜))): IRカットフィルターをオフにする場合に選択します。
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- AutoAutoAuto (((オオオーーートトト))): 照明条件に応じてIRカットフィルターをオンまたはオフにする場合に選択
します。

• DefogDefogDefog (((デデデフフフォォォッッッグググ)))
- SetSetSet defogdefogdefog modemodemode (((デデデフフフォォォッッッグググモモモーーードドドののの設設設定定定))): デフォッグモードをオンまたはオフに設定す

る場合に選択します。モードを自動的に切り替える必要がある場合に、このアクションを
使用します。特定のモードに設定する製品に対して、[DefogDefogDefog ononon (((デデデフフフォォォッッッグググオオオンンン)))] または
[DefogDefogDefog offoffoff (((デデデフフフォォォッッッグググオオオフフフ)))] を選択します。

• GuardGuardGuard tourstourstours (((ガガガーーードドドツツツアアアーーー))): ガードツアーモードを設定する場合に選択します。ドロップダウン
リストからツアーを選択します。ツアーがアクティブでなくなったときに、ツアーをプリセット
ホームポジションに戻す場合は、[ReturnReturnReturn tototo homehomehome positionpositionposition (((ホホホーーームムムポポポジジジシシショョョンンンににに戻戻戻るるる)))] を選択し
ます。アクションルールがアクティブでなくなったときにツアーが停止されるようにする場合
は、このボックスをオフにします。

• HDMIHDMIHDMI (HDMI™)(HDMI™)(HDMI™)
- UseUseUse HDMIHDMIHDMI (HDMI™(HDMI™(HDMI™ををを使使使用用用)))
- SourceSourceSource (((ソソソーーーススス))): プレビューするカメラを選択します。
- [DurationDurationDuration (((継継継続続続時時時間間間)))]: 接続の継続時間を設定します。
- UseUseUse HDMIHDMIHDMI whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、HDMIHDMIHDMIををを使使使用用用すすするるる))): 条件が

満たされなくなるまでHDMI™接続を開いたままにする場合に選択します。
- SourceSourceSource (((ソソソーーーススス))): プレビューするカメラを選択します。

• ImagesImagesImages (((画画画像像像)))
- SendSendSend imagesimagesimages throughthroughthrough HTHTHTTP(S)TP(S)TP(S) (HT(HT(HTTP(S)TP(S)TP(S) ででで画画画像像像ををを送送送信信信すすするるる))): 画像をリモートHTTPまたは

HTTPSサーバーに送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、
対応するHTTP(S) 送信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまたは
ファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、スト
リームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイベント
の発生前後に含める時間を定義します。限られた量の画像のみを送信する場合は、送信する
画像の最大数を定義するか、カスタムフレームレートを選択します。

- SendSendSend imagesimagesimages throughthroughthrough (S)FTP(S)FTP(S)FTP ((S)FTP((S)FTP((S)FTP ででで画画画像像像ををを送送送信信信すすするるる))): FTPまたはSFTPで画像を送信する場
合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応する(S)FTP送信先を作成
する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまたはファイル名を定義できます。
デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択でき
ます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に含める時間を定義
します。送信する画像の最大数を定義できます。限られた量の画像のみを送信する場合は、
送信する画像の最大数を定義するか、カスタムフレームレートを選択します。

- SendSendSend imagesimagesimages tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルににに画画画像像像ををを送送送信信信すすするるる))): 画像を電子メールで送信する場合
に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応する電子メール送信先
を作成する必要があります。必要に応じて、ファイル名を定義できます。デフォルトのス
トリーミング設定を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリ
バッファとポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に含める時間を定義します。
限られた量の画像のみを送信する場合は、送信する画像の最大数を定義するか、カスタム
フレームレートを選択します。

- SendSendSend imagesimagesimages tototo networknetworknetwork shareshareshare (((ネネネッッットトトワワワーーーククク共共共有有有ににに画画画像像像ををを送送送信信信すすするるる))): ネットワーク内のリ
モートNAS上のネットワーク共有に画像を送信する場合に選択します。このアクションを含む
ルールを作成する前に、対応するネットワーク共有送信先を作成する必要があります。必要に
応じて、保存先フォルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設
定を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッ
ファでは、実際のイベントの発生前後に含める時間を定義します。限られた量の画像のみを送
信する場合は、送信する画像の最大数を定義するか、カスタムフレームレートを選択します。

• I/OI/OI/O
- TTToggleoggleoggle I/OI/OI/O onceonceonce (I/O(I/O(I/Oををを111度度度切切切りりり替替替えええるるる))): ルールの条件が満たされたときにI/Oを切り替える

場合に選択します。
PortPortPort (((ポポポーーートトト))): 使用する出力ポートを選択します。
StateStateState (((状状状態態態))): I/Oポートをアクティブにするか非アクティブにするかを選択します。
DurationDurationDuration (((継継継続続続時時時間間間))): 出力ポートの状態の継続時間を設定する場合に選択します。この時間の
経過後、出力ポートは反対の状態になります。

- TTToggleoggleoggle I/OI/OI/O whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、I/OI/OI/Oををを切切切りりり替替替えええるるる))): ルール
の継続時間中にI/Oを切り替える場合に選択します。

• LightLightLight andandand SirenSirenSiren (((ララライイイトトトとととサササイイイレレレンンン)))
- RunRunRun healthhealthhealth checkcheckcheck (((健健健全全全性性性チチチェェェッッックククををを実実実行行行))): 装置の機能の健全性チェックを実行する場合に

選択します。
- RunRunRun lightlightlight andandand sirensirensiren profileprofileprofile (((ララライイイトトトとととサササイイイレレレンンンのののプププロロロフフファァァイイイルルルををを実実実行行行))): ライト、サイレン、ま

たはその両方を開始または停止させるプロファイルを選択します。
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- RunRunRun lightlightlight andandand sirensirensiren profileprofileprofile whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間ははは、、、ララライイイトトト
とととサササイイイレレレンンンのののプププロロロフフファァァイイイルルルををを実実実行行行))): 選択したプロファイルをアクティブにする場合に選択し
ます。プロファイルは、条件が満たされなくなるまで実行されます。

- StopStopStop activitiesactivitiesactivities (((アアアクククテテティィィビビビテテティィィををを停停停止止止))): 選択した機能に応じて、ライト、サイレン、または
両方で進行中のすべてのアクティビティを停止する場合に選択します。

• LightsLightsLights (((ララライイイトトト)))
内蔵の赤外線 (IR) 照明イルミネーターにより、カメラは外部照明を必要とせずに、低光量の場所でビ
デオ監視を実行できます。

- UseUseUse lightslightslights forforfor aaa durationdurationduration (((一一一定定定期期期間間間、、、ララライイイトトトををを使使使用用用すすするるる))): 設定した期間中に内蔵の赤外線
照明イルミネーターをアクティブにする場合に選択します。ライトがアクティブのままに
なる秒数、分数、時間数を選択できます。

- UseUseUse lightslightslights whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、照照照明明明ををを使使使用用用すすするるる))): ルールの
期間中に内蔵の赤外線照明イルミネーターをアクティブにする場合に選択します。

• MQTMQTMQTTTT
- SendSendSend MQTMQTMQTTTT publishpublishpublish messagemessagemessage (MQT(MQT(MQTTTTパパパブブブリリリッッッシシシュュュメメメッッッセセセーーージジジののの送送送信信信))): MQTTパブリッシュ

メッセージを送信する場合に選択します。
TTTopicopicopic (((トトトピピピッッッククク))): MQTTパブリッシュメッセージのトピックを入力します。このトピッ
クは最大1,024文字です。
UseUseUse devicedevicedevice topictopictopic prefixprefixprefix (((デデデバババイイイスススのののトトトピピピッッックククプププレレレフフフィィィッッックククスススををを使使使用用用すすするるる))): トピックに装置ト
ピックプレフィックスを追加する場合に選択します。
PayloadPayloadPayload (((ペペペイイイロロローーードドド))): パブリッシュするペイロードを入力します。ペイロードには最大8,192
文字の文字列またはテキストを含めることができます。
RetainRetainRetain (((保保保持持持すすするるる))): メッセージの保持フラグを設定する場合に選択します。トピックの最後
のメッセージが保持されます。
QoSQoSQoS: 使用するサービスレベルの品質を選択します。0がデフォルトです。

• NotificationsNotificationsNotifications (((通通通知知知)))
- SendSendSend notificationnotificationnotification throughthroughthrough HTHTHTTP(S)TP(S)TP(S) (HT(HT(HTTPTPTPででで通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる))) HTTPまたはHTTPSで通知を送信

する場合に選択します。
MessageMessageMessage (((メメメッッッセセセーーージジジ))): メッセージはMessageというCGE変数として送信先のHTTPサーバーに
渡されます。メッセージに255文字を超える文字が含まれている場合、このフィールドではカ
スタムパラメーターの内容の一部またはすべてが除外されます。スペース文字を使用でき
ます。[ModifiersModifiersModifiers (((修修修飾飾飾子子子)))] をクリックすると、利用可能なすべての修飾子のリストが表示
されます。修飾子をクリックしてテキストに追加します。
QueryQueryQuery stringstringstring suffixsuffixsuffix (((クククエエエリリリ文文文字字字列列列のののサササフフフィィィッッックククススス))): ここで、文字列にNameとValueとい
うさらなるパラメーターを追加します。
MethodMethodMethod (((メメメソソソッッッドドド))): 使用するメソッドを選択します。GETとPOSTが最も一般的です。
HTHTHTTP(S)TP(S)TP(S) headerheaderheader (HT(HT(HTTP(S)TP(S)TP(S)ヘヘヘッッッダダダーーー))): 必要に応じて、HTTP(S)ヘッダーを追加します。HTTP(S)
ヘッダーのリストはen.wikipedia.org/wiki/List_of_HTTP_header_fieldsにあります。
BodyBodyBody (((本本本文文文))): 必要に応じて、本文テキストを入力します。GETまたはDELETEで本文を使用
することはできません。

- SendSendSend notificationnotificationnotification throughthroughthrough TCPTCPTCP (((TCPTCPTCPででで通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる))) TCPで通知を送信する場合に選択
します。
MessageMessageMessage (((メメメッッッセセセーーージジジ))): メッセージはMessageというCGE変数として送信先のHTTPサーバーに
渡されます。メッセージに255文字を超える文字が含まれている場合、このフィールドではカ
スタムパラメーターの内容の一部またはすべてが除外されます。スペース文字を使用でき
ます。[ModifiersModifiersModifiers (((修修修飾飾飾子子子)))] をクリックすると、利用可能なすべての修飾子のリストが表示
されます。修飾子をクリックしてテキストに追加します。

- SendSendSend notificationnotificationnotification tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルににに通通通知知知ををを送送送信信信すすするるる))) 電子メールで通知を送信する
場合に選択します。
SubjectSubjectSubject (((件件件名名名))): 電子メールの件名を入力します。
MessageMessageMessage (((メメメッッッセセセーーージジジ))): 電子メールのメッセージを入力します。

• OverlayOverlayOverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテキキキススストトト)))
- UseUseUse overlayoverlayoverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテキキキススストトトををを使使使用用用すすするるる))): ビデオストリーム画像の上にテキス

トを表示する場合に選択します。このテキストを使用すると、フォレンジックビデオ分析
用の情報を提供したり、オペレーターに通知したり、製品のインストールと設定時にトリ
ガーとアクションを検証したりできます。

注
オーバーレイテキストを表示するには、修飾子#D#D#Dを使用したテキストオーバーレイを作
成する必要があります。

• PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode (((省省省電電電力力力モモモーーードドド)))
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- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode (((省省省電電電力力力モモモーーードドド)))
- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode ononon (((省省省電電電力力力モモモーーードドドオオオンンン))): 省電力モードをオンにする場合に選択します。
- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode offoffoff (((省省省電電電力力力モモモーーードドドオオオフフフ))): 省電力モードをオフにする場合に選択します。
- DurationDurationDuration (((継継継続続続時時時間間間))): 省電力モードの継続時間を設定します。
- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間ははは省省省電電電力力力モモモーーードドド))):

条件が満たされなくなるまで省電力モードがオンまたはオフのままにする場合に選択します。
- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode ononon (((省省省電電電力力力モモモーーードドドオオオンンン))): 省電力モードをオンにする場合に選択します。
- PowerPowerPower savingsavingsaving modemodemode offoffoff (((省省省電電電力力力モモモーーードドドオオオフフフ))): 省電力モードをオフにする場合に選択します。

• PresetPresetPreset positionpositionposition (((プププリリリセセセッッットトトポポポジジジシシショョョンンン))): アクションがトリガーされたときに装置をプリセットポジ
ションに移動する場合に選択します。アクティブでなくなったときに装置がホームプリセットポジ
ションに戻るようにする場合は、[HomeHomeHome (((ホホホーーームムム)))] を選択します。[ReturnReturnReturn homehomehome whenwhenwhen rulerulerule isisis nonono
longerlongerlonger activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブでででなななくくくなななっっったたたらららホホホーーームムムににに戻戻戻るるる)))] を選択し、装置がプリセットホー
ムポジションに戻るまで待機する時間を設定します。

• RadarRadarRadar (((レレレーーーダダダーーー)))
- RadarRadarRadar autotrackingautotrackingautotracking (((レレレーーーダダダーーーオオオーーートトトトトトラララッッッキキキンンングググ))): PTZカメラに対してレーダーオートト

ラッキングを設定する場合に選択します。レーダーオートトラッキングは、[OnOnOn (((オオオンンン)))] また
は [OffOffOff (((オオオフフフ)])])] に設定できます。このアクションを含むルールを作成する前に、この装置に対
してレーダーオートトラッキングをグローバルに有効にする必要があります。

- RadarRadarRadar detectiondetectiondetection (((レレレーーーダダダーーー検検検知知知))): レーダー送信を [OnOnOn (((オオオンンン)))] または [OffOffOff (((オオオフフフ)))] に設定する場
合に選択します。レーダー送信がオフの場合、レーダーは動きを検知しません。

- UseUseUse radarradarradar autotrackingautotrackingautotracking whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、レレレーーーダダダーーー
オオオーーートトトトトトラララッッッキキキンンングググををを使使使用用用すすするるる))): 設定したPTZカメラのレーダーオートトラッキングを開始
する場合に選択します。このアクションを使用する前に、レーダーオートトラッキングと
レーダー検知を [OnOnOn (((オオオンンン)))] に設定する必要があります。

• RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))
選択したストレージにビデオを録画します。

- RecordRecordRecord videovideovideo (((ビビビデデデオオオののの録録録画画画))): ビデオの録画を開始する場合に選択します。
- StorageStorageStorage (((ススストトトレレレーーージジジ))): 録画されたビデオに使用するストレージを選択します。
- CameraCameraCamera (((カカカメメメラララ))): 録画元 (特定のビューエリアなど) を選択します。
- StreamStreamStream profileprofileprofile (((ススストトトリリリーーームムムプププロロロフフファァァイイイルルル))): 使用するストリームプロファイルを選択します。
- CustomCustomCustom imageimageimage frequencyfrequencyfrequency (((カカカスススタタタムムムフフフレレレーーームムムレレレーーートトト))): 録画の1秒あたりのフレーム数を設定

する場合に選択します。
- PrebufferPrebufferPrebuffer (((プププリリリバババッッッフフファァァ))): ルールがトリガーされる直前に録画に含める秒数を入力します。録

画の開始時にメモリが不足している場合、この時間は自動的に短縮されます。
- PostbufferPostbufferPostbuffer (((ポポポススストトトバババッッッフフファァァ))): ルールがアクティブでなくなった直後に含める秒数を入力

します。
- RecordRecordRecord videovideovideo whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる))):

ルールの継続期間中にビデオを録画する場合に選択します。
• SNMPSNMPSNMP traptraptrap messagesmessagesmessages (SNMP(SNMP(SNMPトトトラララッッップププメメメッッッセセセーーージジジ)))

- SendSendSend SNMPSNMPSNMP traptraptrap messagemessagemessage (SNMP(SNMP(SNMPトトトラララッッップププメメメッッッセセセーーージジジををを送送送信信信すすするるる))): ルールの条件が満たされ
たときにSNMPトラップメッセージを送信する場合に選択します。このアクションを含む
ルールを作成する前に、[SystemSystemSystem >>> NetworkNetworkNetwork >>> SNMPSNMPSNMP (((シシシススステテテムムム >>> ネネネッッットトトワワワーーーククク >>> SNMPSNMPSNMP] に
移動して、SNMPをオンにし設定します。
AlarmAlarmAlarm namenamename (((アアアラララーーームムム名名名))): アラームの名前を入力します。
MessageMessageMessage (((メメメッッッセセセーーージジジ))): メッセージを入力します。

- SendSendSend SNMPSNMPSNMP traptraptrap messagemessagemessage whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、SNMPSNMPSNMPトトト
ラララッッップププメメメッッッセセセーーージジジををを送送送信信信すすするるる))): ルールの継続期間中にSNMPトラップメッセージを送信する場
合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、[SystemSystemSystem >>> NetworkNetworkNetwork >>> SNMPSNMPSNMP
(((シシシススステテテムムム >>> ネネネッッットトトワワワーーーククク >>> SNMP)SNMP)SNMP)] に移動して、SNMPをオンにし設定します。

• StatusStatusStatus LEDLEDLED (((ススステテテーーータタタスススLED)LED)LED)
ステータスLEDは、インストールおよび設定時に使用して、設定が正しく機能するかどうかを視覚的
に検証できます。たとえば、動体検知によりアクションがトリガーされることを確認できます。

- FlashFlashFlash statusstatusstatus LEDLEDLED (((ススステテテーーータタタスススLEDLEDLEDののの点点点滅滅滅))): ステータスLEDを一定の期間点滅させる場合
に選択します。LEDの色を選択できます。

- FlashFlashFlash statusstatusstatus LEDLEDLED whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィブブブででであああるるる間間間、、、ススステテテーーータタタスススLEDLEDLED
ををを点点点滅滅滅さささせせせるるる))): ルールの期間中にステータスLEDを点滅させる場合に選択します。LEDの
色を選択できます。

• VideoVideoVideo clipsclipsclips (((ビビビデデデオオオクククリリリッッップププ)))
ビデオクリップを送信するときに、ビデオクリップは検索できない方法で生成されます。これ
は、早送りや巻き戻しができないこと、タイムラインの特定のポイントにジャンプできないこと
を意味します。これらの操作を行うには、Axis Matroska File Splitterや、MKVToolNixのようなサー
ドパーティ製ソフトウェアを使用できます。
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条件とアクション

- SendSendSend videovideovideo clipclipclip throughthroughthrough HTHTHTTP(S)TP(S)TP(S) (HT(HT(HTTP(S)TP(S)TP(S)でででビビビデデデオオオクククリリリッッップププををを送送送信信信すすするるる))): ビデオクリップを
リモートHTTPまたはHTTPSサーバーに送信する場合に選択します。このアクションを含む
ルールを作成する前に、対応するHTTP(S) 送信先を作成する必要があります。必要に応じて、
保存先フォルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使
用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファ
では、実際のイベントの発生前後に装置が録画する期間を定義します。

- SendSendSend videovideovideo clipclipclip throughthroughthrough (S)FTP(S)FTP(S)FTP ((S)FTP((S)FTP((S)FTPでででビビビデデデオオオクククリリリッッップププををを送送送信信信すすするるる))): ビデオクリップをリ
モートFTPまたはSFTPサーバーに送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを
作成する前に、対応する(S)FTP送信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォ
ルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場
合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際
のイベントの発生前後に装置が録画する期間を定義します。

- SendSendSend videovideovideo clipclipclip tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルにににビビビデデデオオオクククリリリッッップププををを送送送信信信すすするるる))): 電子メールでビデオ
クリップを送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対
応する電子メール送信先を作成する必要があります。必要に応じて、ファイル名を定義で
きます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ストリームプロファイル
を選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に装置
が録画する期間を定義します。

- SendSendSend videovideovideo clipclipclip tototo networknetworknetwork shareshareshare (((ネネネッッットトトワワワーーーククク共共共有有有にににビビビデデデオオオクククリリリッッップププををを送送送信信信すすするるる))): ネッ
トワーク内のリモートNAS上のネットワーク共有にビデオクリップを送信する場合に選択
します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応するネットワーク共有送信先
を作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまたはファイル名を定義で
きます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ストリームプロファイル
を選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に装置
が録画する期間を定義します。

• WDRWDRWDR modemodemode (((WDRWDRWDRモモモーーードドド)))
- SetSetSet WDRWDRWDR modemodemode (((WDRWDRWDRモモモーーードドドののの設設設定定定))): WDRモードをオンまたはオフに設定する場合に選択

します。このアクションはモードが自動的に切り替わるようにする場合に使用できます。
特定のモードに設定する製品に対して、[WDRWDRWDR ononon (((WDRWDRWDRオオオンンン)))] または [WDRWDRWDR offoffoff (((WDRWDRWDRオオオ
フフフ)))] を選択します。

• WiperWiperWiper (((ワワワイイイパパパーーー)))
- ActivateActivateActivate wiperwiperwiper (((ワワワイイイパパパーーーをををアアアクククテテティィィブブブにににすすするるる))): 内蔵ワイパーを起動する場合に選択します。

ワイパーはフロントウィンドウから水滴を取り除きます。ワイパーがアクティブのままに
なる秒数、分数、時間数を選択できます。

• WirelessWirelessWireless (((ワワワイイイヤヤヤレレレススス)))
- BroadcastBroadcastBroadcast signalsignalsignal (((ブブブロロローーードドドキキキャャャススストトト信信信号号号))): たとえば、ブロードキャスト信号を受信するよう

に設定された近くのAxis装着式カメラで録画を開始する場合に選択します。
- SystemSystemSystem IDIDID (((シシシススステテテムムムID)ID)ID): 装着式システムのシステムIDを入力します。この情報は、AXIS Body

Worn Managerの [AboutAboutAbout (((バババーーージジジョョョンンン情情情報報報)))] メニューで確認できます。
- MessageMessageMessage typetypetype (((メメメッッッセセセーーージジジタタタイイイプププ))): 1を入力すると、メッセージlightbar activeがブロー

ドキャストされ、ブロードキャスト信号を受信するように設定された近くのAxis装着式
カメラで録画が開始されます。
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